
令和２年度 第 1回評議員会 議事録 

 

日 時 ７月７日（火）14:40～16:00 

会 場 平舘高校会議室 

 

【校長、副校長、各主任から説明】14:40～15:15 

【各評議員から】15:15～15:55 

○A評議員 

 学校案内や資料を読んだ。平舘高校は、ひとことで言うと「ワクワクする学校」

だなぁ、と感じた。普通科や家政科学科など、選択肢も多い。特に家政科学科は、

外に出かけたり、外から講師を招くことが多い。すばらしいことだ。ぜひ、魅力

を発信してほしい。７月８日の西根中の卒業生を招いての発表も楽しみだ。 

 

○B評議員 

 はじめて授業を参観した。生徒はまじめで、わかりやすい授業だった。生徒の

数が少ないクラスもあったが、その分、先生と生徒の仲がよいと感じた。魅力的

な学校だ。 

 

○C評議員 

 ７月 16日の薬物乱用防止教室の際にもお世話になる。八幡平市の企業懇談会

でも、平高の先生と交流をもった。コロナの影響で、就職活動も大変だろうが「卒

業までに決めればいい」ぐらいの気持ちで構わない。 

 

○D評議員 

 管理者として７年目を迎える。夏祭りでは、毎年平高生に協力してもらってい

る。各先生方から丁寧な説明を受け、改めてアクティブに動いている学校だと思

った。地域のよさを取り入れている。心と身体の両方への指導や関わりもすばら

しい。例えば、介護の現場では、介護だけできればよい、ではなくて、ストレス

をかかえながらどう向き合っていくかが大事。離職防止にもつながる。人を育て

る方法についての参考になる。 

 学校案内をみた。「小さな学校で大きく伸びる」という言葉に感動した。掲載

されている生徒の写真をみると、皆いきいきとしている。 

 

 

 



○E評議員 

 地域コミュニティの推進をはかっている。毎年、大更小や西根中との交流があ

る。学校の重点目標について、生徒主体の活動ができている。 

 働き方改革では、時間外勤務 40 時間制限や 80 時間制限ができているのか。

管理職の強い支援が求められる。 

 

●指導教諭 

 現在、中学校に出向いて高校説明会を継続している。平高の魅力を存分に伝え

ている。 

 

○D評議員 

 入学したけれど学校を辞めてしまった人は。 

●教務主任 

 令和元年度は、２名が退学した。いじめや素行不良ではなく、仕事に就く等の

進路変更であった。令和２年度については、これまでのところいない。 

 

○E評議員 

 重点目標にある令和元年度の「総合評価」はどのような評価か。 

●教務主任 

 各課における自己評価と職員相互の評価を合わせた評価。 

 

○A評議員 

 スクールカウンセラーの状況は。 

●厚生課主任 

 何名かの生徒が継続してカウンセリングを受けている。その他に、毎回、新規

にカウンセリング希望者を募っている。また、１年生については、カウンセラー

の講演を聴き、カウンセラーと顔を合わせる機会をもったことで、親近感がわい

たようだ。 

○A評議員 

 中学校では、カウンセリングが何か特別なことととらえられ、カウンセラーの

部屋に行きたがらない傾向がある。面談希望者が少ないのが悩みである。 

 

 

 

 

 



○C評議員 

 会社では、学力ももちろん大事だが、「大人と上手にしゃべれる子、明るくは

気がある子、受け答えができる子」などが求められている。 

 また、八幡平市の補助金についてうかがいたい。減っているのか。 

●校長 

 補助金については、新規のメニューが追加され増額していただいている。補助

金の有効な使い方については意見をいただきたい。 

○C評議員 

 市長は、「平高を人気ある学校にしたい」とおっしゃっている。 

 

○E評議員 

 「県立高校再編」については気になるところだ。葛巻高校における山村留学な

ど他校では特色ある学校づくりが行われている。平舘高校はいい学校なのにな

ぜ生徒が集まらないのか。平高ブランドは何か。“ウリ”、魅力は何か。 

●副校長 

 温かな学校の雰囲気の中で、自分のペースでじっくりと勉強や部活動に励む

ことができる。進路は国立大学をはじめとしてすべての進路希望に対応してい

る。個別指導等で学力を伸ばすことができる。 

 部活動では、相撲部、スキー部、山岳部が全国レベルで、平高でなければでき

ない活動でもある。 

 中学校時代に目立たなかった存在でも、平高でリーダーとなり、自分たちで学

校を創っていくことができる。 

●校長 

高校時代に、八幡平市の人々とのつながりができ、将来は八幡平市で働くため

の素地ができる。 

●指導教諭 

 家政科学科は、他に無い特徴をもった学科であるし、今後さらに発展させてい

きたい。 

 

○D評議員 

 平高は 100 年先まで残ってほしい。安心して通える学校であってほしい。現

在いる従業員の幼い子が通う日がくるまで。 

 

○C評議員 

 平高は、メディア露出がダントツである。家政科学科は、平高の“ウリ”だ。 

 



○B評議員 

 平高を無くさないでほしい。 

 

○A評議員 

 今度は、部活動を見学してみたい。 

 

●校長 

 平高から切り開ける進路目標はたくさんある。みなさんの御意見を参考にさ

せていただき、学校経営を進めていきたい。 

 本日はありがとうございました。 

 


